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1．はじめに

浅川と千曲川が合流する浅川の下流域においては、浸水被害が度々発生し、特に昭和 58年 9月洪

水では、床上浸水 331 棟、床下浸水 188 棟、浸水面積 248.5ha の既往最大の内水被害が発生した。

これを受け、河川管理者である長野県は、平成 23 年に既往最大被害となった「昭和 58 年 9 月洪

水台風 10号」と同規模の洪水に対し、宅地部での床上浸水被害を防止することを目標に、排水機場

の増設(44m3/s→65m3/s)、浅川堤防嵩上げ、二線堤の組み合わせによる対策（案）を発表した（図 1）。

また、さらに内水被害の効果的かつ効率的な軽減を目指して、河川管理者と関係行政機関が連携

してハード対策とソフト対策が一体となった総合的な内水対策計画を策定することとなった。

この計画の策定にあたり、河川管理者と関係行政機関からなる浅川総合内水対策協議会を平成 24

年 9月 4日に設立し、具体的な対策の検討やその対策の実現に向けた調整を行ってきた。

今回作成した浅川総合内水対策計画（案）は、この協議会において、浸水被害の現状や課題、対

策の目標等について認識を共有しながら、具体的な対策の検討を行い、河川改修や排水機場の増設

と流域内での流出抑制施設の整備などのハード対策と、適正な土地利用及び防災システムの確立な

どのソフト対策を組み合わせた対策を具体的に示したものである。

なお、浅川総合内水対策協議会では、この計画に位置付けた対策の進捗管理を行うとともに、実

施過程において随時検証を行い、必要に応じて計画を修正して効果的かつ効率的な浸水被害の軽減

に努めていく。

図 1 浅川の内水対策（案）

【整備目標】

既往最大被害となった「昭和58年9月台風10号」と同規模の洪水に対し、

宅地部での床上浸水被害を防止する。

・浅川排水機場の増設（既設44㎥/s → 65㎥/s）

・浅川堤防の嵩上げ（Ｈ=0.15～0.95m）
・二線堤（H=0.10～0.50m）
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【検討条件】
概要

降雨、流量 昭和５８年実績降雨から流量算出

地盤高 平成１５年当時の地盤データ

河川施設 浅川ダム

浅川 計画河道＋堤防嵩上げ

三念沢川 計画河道

長沼１号、２号幹線水路 現況河道

浅川排水機場 計画（排水能力 ６５．００ ㎥/s）

長沼排水機場 現況（排水能力 １６．５０ ㎥/s）

沖雨水ポンプ場 現況（排水能力  ３．６７ ㎥/s）

大道橋排水機場 現況（排水能力  ０．２３ ㎥/s）

三念沢雨水ポンプ場 現況（排水能力  １．３７ ㎥/s）

赤沼雨水ポンプ場 現況（排水能力  １．６８ ㎥/s）

昭和５８年実績外水位

（ただし、千曲川はH.W.Lを超えない）
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